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柏市立柏第四小学校 

≪目次≫ 

１．3年間を通した研究主題と設定理由 

２．教科設定の理由 

3.年間を通して目指す児童像 

４．研究仮説 

５．研修計画 

６．研究組織及び運営 

７．その他 

【ファイルにとじていくもの】 

・全体計画 

・年間学習指導計画 

・四小スタンダード 

・その他 

（研修で使った指導案や資料，ワークシートなど） 

ふり返られるようにまとめてください。 
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「自分で考え判断し行動する

子」 

 

１．３年間を通した研究主題と設定理由 

  柏第四小学校 学校教育目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．教科設定の理由 

 

 

 

 

 

 算数科学習指導要領第2章第2節より 

  「算数科の目標の中核には，筋道を立てて考える力の育成を目指すことがある。」 

  「算数科の学習では，言葉による表現とともに，図，数，式，表，グラフといった数学的な表現の方法を用

いることに特質がある。このような多様な表現を問題解決に生かしたり，思考の過程や結果を表現して説

明したりすることを学ぶ。」 

 

 以上より，研究主題を達成するために，「算数科」が適していると言える！！ 

グローカル人材の育成(グローバル＋ローカル) 

―子どもの10年後，15年後を見すえて，地球規模で考え，地域で活動する人材を育てる― 

学力の３要素 本校の目指す児童像 本校の児童の実態 

主体性 

多様性 

協働性 

知識・技能 

思考力・判断力・表現力 

・活用力が弱い 

 ＝知識・技能を活用できていない 

 ＝活用するための思考力・判断力・

表現力が低い 

おおむねの基礎基本は身に

ついている。 

（R1柏市学力・学習状況 

調査より） 

研究主題 

思考力・判断力・表現力を育成する指導法の工夫 

・既習事項を生かして，

自らの力で解決する。 

・筋道を立てて考える。 

・必要な情報を

選択する。 

など 

・根拠や理由を明確に示しながら，自分

の考えを述べたり，説明したりする。 
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３．3年間を通して目指す児童像 

 低学年 中学年 高学年 

学
び
の
姿 

・算数を楽しめる子 

・自分の考えを表現し，伝

え合う子 

・問題を意欲的に解決しようとす

る子 

・自分の考えを根拠をもとに進ん

で表現する子 

・友達の考えを積極的に聞き，自

分の考えを深められる子 

・見通しをもち，意欲的に解決し

ようとする子 

・筋道を立てて，自分の考えをわ

かりやすく表現する子 

・友達の考えを聞き，自分の考え

と比較してよりよい方法を考え

ようとする子 

研 

究 

の 

方 

法 

手
が
か
り 

・課題を明確にする。 

・学年で共通のノートの書

き方で指導する。 

 

・本時の問題解決ができるように

既習事項を掲示する。 

・わかりやすいノート作りをさせる

ようにする。 

・問題解決の手がかりとなる掲示

物を掲示する。 

・わかりやすいノート作りをさせる

ようにする。 

課
題
提
示 

・教具の提示の仕方を工

夫する。（ICTの積極的

な活用） 

・教材教具の研究をする。 

・具体物，ＩＣＴの活用。教材教具

の研究をする。 

・具体物，ＩＣＴの活用。教材教具

の研究をする。 

時
間 

・時間配分を工夫する。 ・時間配分を工夫する。 ・時間配分を工夫する。 

表
現
の
仕
方
・比
較
検
討
の
仕
方 

・具体物を操作させ，図や

言葉で表現させる。 

・言い出しの言葉を用意

し，その言葉を使って自

分の思いを表現させ

る。 

・児童と共に表現の仕方

を考え，表現の幅を広

げる。 

・児童から出てきた意見

の同じところ・違うとこ

ろを考えさせる。 

・よい表現の仕方をしている児童

を紹介しながら授業を進める。 

・目的を持たせてペアやグループ

トークをさせる。 

・的確な場面で話し合いを設け

る。 

・基本的な発表の仕方を提示す

る。 

・式，算数用語を使って表現させ

るようにする。 

・友達の意見の聞き方の観点を

明確にさせる。 

・指名計画を工夫し，表現活動を

活発にさせる。 

・話し合いのルールを徹底させ

る。 

そ
の
他 

・支援の仕方を工夫する。 ・自力解決が難しい児童に対して

の支援の方法を工夫する。 

・本時を振り返る時間を設け，学

習内容を確認させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 



3 

 

４．研究仮説（２０２１年度 算数科１年目） 

 

 

 

 

５．研修計画 

 （１）3年計画 

研究主題：思考力・判断力・表現力を育成する指導法の工夫 

１年目 

（基礎作り） 

研究副題 ～自分の考えを，数学的方法を使って表現しよう～ 

研究の方法 ・具体的な操作活動を取り入れ，まず自ら考える時間を確保する。 

・数人の児童の考え方を手本として提示し，いろいろな表現方法（図，式，表

など）を学ばせる。 

・板書，発問計画，ノート指導，ワークシートなど，わかりやすい授業のため

の支援を工夫する。 

2年目 

（基礎～応用） 

研究副題 ～自分の考えを相手に伝えよう～ 

３年目 

（最終年度） 

研究副題 ～自分の考えが相手に，より伝わる工夫をしよう～ 

※２年目，３年目の研究副題は，１年目終了後の実態に合わせて変更する。 

 （２）年間計画 

月 算数科 その他 形 態 助言者 

４月 

・今年度の研究について 
・年間計画作成 
 

・四小スタンダード確認 

・エピペン講習会 

推進委員会 
学年・学団 

校長，教頭，教務 

５月 

・研究全体会 ・各教科の年間指導計画

見直し 

・ITアドバイザー研修 

（１人1台端末） 

 

推進委員会 
学年・学団 
全体会 
学年・学団 

校長，教頭，教務 

６月 
7月 

・算数科指導主事による研修 
 （研究主題に沿った指導法と 
  算数科の評価法について） 

・心肺蘇生法講習会 
 学団・学年 

全体会 
校長，教頭，教務 
 

８月 
・年間計画見直し 

 
・三校合同研修 
（不祥事研修） 

 
学年・学団 

 
 

９月 
１０月 

・2学期の研究の確認と見通し 
・校内研に向けて 

（指導案作成・検討） 

 
推進委員会 
学年・学団 

校長，教頭，教務 

11月 
～ 

１月 

・ひとり一授業一実践 
 

  
学年 
 

校長，教頭，教務 
 

２月 
・研究全体会（実践発表会） 
・次年度に向けて 
 

 
推進委員会 
全体会 

校長，教頭，教務 

＊研修日においては，学年部会や各部会を必要に応じて設定する。 

＊公開研究会には，できるだけ積極的に参加する。 

＊希望があれば，実技研修も実施します。（図工や体育など） 

 算数科を通して，自分の考えを数学的に表現することができれば，思考・判断・表現する

楽しさや達成感を味わうことができるだろう。 
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６．研究組織及び運営 

 （１）組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）運営 

・研修日は設けない。学年・学団で週に一度計画して行う。 

・全体会は必要に応じて開催し，研修計画，研修にかかわる内容などの決定及び確認の場とする。 

・学び部会は必要に応じて随時開催し，各学年の研修の責任者が参加する。校長，教頭，教務主任は必要に応

じて参加する。 

・学び部会は，学年及び学団の研究の推進，連絡，運営に努め，使用教材等の保管を確実に行う。 

・１学期は，指導主事や ICT アドバイザーによる研修を行い，２・３学期に各学年で授業研究会を行う。 

・支援級は，教科をしぼらずに研修を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校
長 

教
頭 

教
務 

研究推進委員会 

（学び部会） 

1 年  2 年  

3 年  4 年  

5 年   

6 年  

ひまわり・くすのき  

担外 

全
体
会 

低学年部会 

中学年部会 

高学年部会 
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７．その他 

 （１）授業の流れについて（H２７年度柏四小研究紀要より） 

 

１問題把握 → 2自力解決 →  3 比較検討 → ４練習 

     ＜学習問題＞             ＜考え＞    ＜練習＞ 

       ○学○が     ○自○じ         ○友   

    → ５まとめ → ６振り返り    ＊単元・授業によっては、 

      ＜まとめ＞             代わることもある。 

       ○ま      ○ふ  

 （２）ノート指導について（H27年度柏四小研究紀要より） 

 「問題～まとめ」の流れが一目で分かるようにする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○学  

○自  青 

 

○友  

 

     赤 

○ま  

○ふ  

素材 

 

 


